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福祉サービスの質の向上と利用者の権利擁護のために
～「苦情」を通して考えられることとは～
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　毎週木曜日の放課後に開かれている子
どもお茶カフェ「茶々家」｡ 子どもたちは
いれたてのお茶を飲みながら学校や家庭
のことなど、何気ない会話をボランティ
アのメンバーと楽しんでいます。

ボランティアグループが
つくる

子どもと地域をつなぐ場
所

★詳しくは 6ページでご紹介
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と
な
っ
て
お
り
、苦
情
の
趣
旨
で
は
、説
明
・

情
報
提
供
に
つ
い
て
や
、サ
ー
ビ
ス
の
質

や
量
に
つ
い
て
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

　
　
　
　。

　社
会
福
祉
法
第
82
条
に
お
い
て「
社
会

福
祉
事
業
の
経
営
者
は
、常
に
、そ
の
提

供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、利
用

者
等
か
ら
の
苦
情
の
適
切
な
解
決
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　平
成
29
年
度
、全
国
社
会
福
祉
協
議
会

「
苦
情
受
付
・
解
決
の
状
況
」調
査
に
よ
る

と
、全
国
的
に
は
事
業
所
の
増
加
に
伴
っ
て

苦
情
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
全

国
的
な
サ
ー
ビ
ス
分
野
別
の
割
合
で
は
、委

員
会
発
足
当
初
は
高
齢
者
が
半
数
を
占
め

て
い
ま
し
た
が
、近
年
は「
障
が
い
者
」が

も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
　
　
　。

　平
成
30
年
度
の
福
島
県
内
の
苦
情
受

付
状
況
で
は
、
高
齢
者
の
分
野
が
約
半
数

福祉サービスの質の向上と
利用者の権利擁護のために
～「苦情」を通して考えられることとは～

　平
成
12
　
　
　
　
　年
の
社
会
福
祉
法

の
改
正
に
よ
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は

「
措
置
」か
ら「
契
約
」へ
と
変
わ
り
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
福
祉
施
設
・
事
業
所

今回の
ポイント

福祉サービスの質の向上と利用者の権利擁護のために

（
以
下
、事
業
所
）は
、あ
く
ま
で
も「
対
等
」

な
関
係
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　法
的
に
は
対
等
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ

な
が
ら
、実
際
に
は
利
用
者
と
事
業
所
の
間

に
は
大
き
な
差
が
あ
る
た
め
、利
用
者
支
援

の
し
く
み
が
あ
わ
せ
て
制
度
化
さ
れ
、「
運

営
適
正
化
委
員
会

（
以
下
、
委
員
会
）」

が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
苦
情
な
ど
を

適
切
に
解
決
し
、利

用
者
の
権
利
を
擁

護
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　委
員
会
に
は
二

つ
の
役
割
が
あ
り
、

一
つ
は
苦
情
解
決
で

利
用
者
と
事
業
所
と

の
話
し
合
い
で
は
解

決
が
困
難
な
場
合
な

ど
、解
決
方
法
を
共

に
検
討
し
、事
情
調

査
や
あ
っ
せ
ん
な
ど

の
手
段
に
よ
っ
て
、

苦
情
解
決
に
努
め

ま
す
。

　た
だ
し
、委
員
会

の
活
動
は
調
査
や

あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ

図
１

図
2
・
3

と
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、事
業
所
に
対
す
る

指
導
・
監
督
権
限
は
な
い
た
め
、虐
待
や
法

令
違
反
な
ど
の
不
当
な
行
為
が
行
わ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
時
は
、速
や
か
に
県
知
事

に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
は
、「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト（
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
）※
」に
お
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
や
利
用
者
の
財
産
管
理
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、助
言
・
勧

告
す
る
役
割
で
す
。

※
認
知
症
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
と

し
て
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
生
活
に
必
要
な
お

金
の
出
し
入
れ
等
を
公
的
な
制
度
で
お
手
伝
い
す
る

事
業
。

　委
員
会
は
、各
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議

会
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
、「
苦

情
解
決
部
会
」と「
運
営
監
視
部
会
」の
2

つ
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　委
員
会
は
苦
情
に
対
し
公
正
・
中
立
に
対

応
す
る
た
め
、社
会
福
祉
の
識
見
を
有
し
、

医
療
や
法
律
に
関
す
る
学
識
経
験
を
持
つ
外

部
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
島
県

運
営
適
正
化
委
員
会
は
、大
学
教
授
、弁
護

士
、社
会
福
祉
士
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
、各
部

会
5
名
ず
つ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

〝
苦
情
〞と
聞
く
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
背
景
に
は
利
用
者
の

要
望
や
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、そ
の
要
因
な
ど
を

探
り
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、サ
ー
ビ
ス
の

質
や
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　一
方
で
、「
う
ち
は
苦
情
が
な
い
か
ら
大

丈
夫
」と
思
っ
て
い
て
も
、そ
れ
は
必
ず
し
も

問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

苦
情
が
出
な
い
の
は
、不
満
が
あ
っ
て
も
言

い
に
く
い
雰
囲
気
だ
っ
た
り
、利
用
者
や
職

員
に
苦
情
解
決
制
度
自
体
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
の
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　さ
ら
に
平
成
29
年
3
月
の「
社
会
福
祉

事
業
の
経
営
者
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
指
針
に
つ

い
て
」の
一
部
改
正
に
よ
り
、苦
情
解
決
の

仕
組
み
の
目
的
に
つ
い
て
は「
自
ら
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
生
じ
た
苦
情
に
つ
い
て
自

ら
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
は
、社
会
福

祉
事
業
の
経
営
者
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
」

と
さ
れ
、苦
情
対
応
へ
の
経
営
者
の
責
務
が

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
苦
情
の
解
決
に
つ

い
て
は
、解
決
責
任
者
と
受
付
担
当
者
だ

け
の
対
応
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、事
業
所

全
体
で
共
通
認
識
を
も
っ
て
取
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

❶運営適正化委員会の2つの役割について
❷運営適正化委員会に寄せられる「苦情」とは
❸福祉サービスにおける「苦情」の考え方について
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運
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苦
情
」を
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な
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決
す
る
の
か

福祉施設・事業所は苦情解決責
任者や受付担当者を明記したポ
スターを掲示するよう努めてい
ます（ポスターを希望される場合
は、委員会までご連絡ください）

（
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0
0
0
）

相談・苦情の申出

体制整備、取組の支援
・情報提供
・巡回相談
・研修会　等

苦情解決の促進・支援
・事情調査
・助言・解決のあっせん　等

運営適正化委員会の福祉サービスの質の向上の支援
福祉施設・事業所における苦情解決の仕組みと運営適正化委員会の役割について

平成30年度　苦情受付状況
（苦情趣旨）［福島県］

図3

説明・情報提供

サービスの質や量 15

24

苦情の趣旨 件数

9

4

4

8

職員の接遇

利用料

権利侵害

その他

運営適正化委員会

苦情相談・対応の
ノウハウ

委員会の専門性

苦情相談・対応
集積、分析

福祉施設・事業所

利用者、家族、代理人等

［苦情解決体制］
苦情解決責任者
苦情受付担当者
（苦情受付窓口）

第
三
者
委
員

苦
情
の
申
出
・
相
談

解
決
に
向
け
た

話
し
合
い

助言・説明、報告

サービス分野別受付件数の割合［全国］図1

※平成29年度　社会福祉法人　全国社会福祉協議会まとめ
　「苦情受付・解決の状況」より

合計
4,117件

高齢者
21.4％
（883件）

障がい者
54.1％
（2,229件）

その他
13.1％
（539件）

児童
11.3％
（466件）

近年、障がい者
分野の苦情受付
が増えています。

平成30年度　苦情受付状況［福島県］図2

合計
48件

高齢者
25件
（52.0％）障がい者

17件
（35.4％）

その他
　3件
　（6.2％）

児童
  3件
    （6.2％）

※全国社会福祉協議会「福祉サービスの質の向上につなぐ」パンフレットより
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体
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
の
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　さ
ら
に
平
成
29
年
3
月
の「
社
会
福
祉

事
業
の
経
営
者
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
指
針
に
つ

い
て
」の
一
部
改
正
に
よ
り
、苦
情
解
決
の

仕
組
み
の
目
的
に
つ
い
て
は「
自
ら
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
生
じ
た
苦
情
に
つ
い
て
自

ら
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
は
、社
会
福

祉
事
業
の
経
営
者
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
」

と
さ
れ
、苦
情
対
応
へ
の
経
営
者
の
責
務
が

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
苦
情
の
解
決
に
つ

い
て
は
、解
決
責
任
者
と
受
付
担
当
者
だ

け
の
対
応
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、事
業
所

全
体
で
共
通
認
識
を
も
っ
て
取
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

❶運営適正化委員会の2つの役割について
❷運営適正化委員会に寄せられる「苦情」とは
❸福祉サービスにおける「苦情」の考え方について

特 集

運
営
適
正
化
委
員
会
と
は

運
営
適
正
化
委
員
会
と
は

福
島
県
運
営
適
正
化
委
員
会
の

体
制
福
島
県
運
営
適
正
化
委
員
会
の

体
制

福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
別

苦
情
の
内
容
と
傾
向

福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
別

苦
情
の
内
容
と
傾
向

な
ぜ「
苦
情
」を
解
決
す
る
の
か

な
ぜ「
苦
情
」を
解
決
す
る
の
か

福祉施設・事業所は苦情解決責
任者や受付担当者を明記したポ
スターを掲示するよう努めてい
ます（ポスターを希望される場合
は、委員会までご連絡ください）

（
2
0
0
0
）

相談・苦情の申出

体制整備、取組の支援
・情報提供
・巡回相談
・研修会　等

苦情解決の促進・支援
・事情調査
・助言・解決のあっせん　等

運営適正化委員会の福祉サービスの質の向上の支援
福祉施設・事業所における苦情解決の仕組みと運営適正化委員会の役割について

平成30年度　苦情受付状況
（苦情趣旨）［福島県］

図3

説明・情報提供

サービスの質や量 15

24

苦情の趣旨 件数

9

4

4

8

職員の接遇

利用料

権利侵害

その他

運営適正化委員会

苦情相談・対応の
ノウハウ

委員会の専門性

苦情相談・対応
集積、分析

福祉施設・事業所

利用者、家族、代理人等

［苦情解決体制］
苦情解決責任者
苦情受付担当者
（苦情受付窓口）

第
三
者
委
員

苦
情
の
申
出
・
相
談

解
決
に
向
け
た

話
し
合
い

助言・説明、報告

サービス分野別受付件数の割合［全国］図1

※平成29年度　社会福祉法人　全国社会福祉協議会まとめ
　「苦情受付・解決の状況」より

合計
4,117件

高齢者
21.4％
（883件）

障がい者
54.1％
（2,229件）

その他
13.1％
（539件）

児童
11.3％
（466件）

近年、障がい者
分野の苦情受付
が増えています。

平成30年度　苦情受付状況［福島県］図2

合計
48件

高齢者
25件
（52.0％）障がい者

17件
（35.4％）

その他
　3件
　（6.2％）

児童
  3件
    （6.2％）

※全国社会福祉協議会「福祉サービスの質の向上につなぐ」パンフレットより
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。
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独
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福島県運営適正化委員会の現状と実際の事例などについてお聞きしました福島県運営適正化委員会の現状と実際の事例などについてお聞きしました

「苦情」の3レベル「苦情」の3レベル

福祉サービスの質の向上と利用者の権利擁護のために

　委員会が対応する事業所は、社会福祉法第2条に
規定されている福祉サービス全てが対象ですが、委
員会が必要と認める場合は、サービス付高齢者向け
住宅※などそれ以外の事業所にも広がっています。県
内にはおよそ3,000の事業所がありますが、規制緩
和により株式会社やNPOの異業種参入も進み、苦情
の内容も複雑・多様化しています。寄せられる苦情
は平成30年度は全国で4,000件以上、県内では48
件と事業所が増えたことに伴い増加しており、施設
内虐待や不適切な関わりなど、深刻なケースもあり
ました。
　委員会の活動は、利用者と事業所の間の公正な立
場で助言やアドバイス、現地調査などを行い、事業所
が福祉サービスの水準を上げて、利用者に安心安全
なサービスを提供することを目的としています。委
員会では苦情受付担当者や苦情解決責任者、第三者
委員向けの研修を行っています。定員オーバーにな
ることもあるなど、苦情対応について事業所として
真剣に取組もうとする姿がうかがえます。
　平成29年度の国の指針では、苦情については事
業所内で対応し解決できる力量を付けるのが責務と
改正されました。苦情を客観化、見える化し、真摯
に対応することで、業務改善やサービス向上につな
げることができます。それにより利用者が安心でき
るのはもちろん、職員も安心して働くことができ、
仕事へのやりがいが生まれ、人材確保にも大きな役
割を果たします。
　誰もが安心して地域で暮らせる仕組みづくりには、
まずは事業所単位で苦情に向き合うことが必要です。
そして地域共生社会が求められている今、苦情につ
いて一緒に考えることで、地域で暮らす人が支え合
い、それぞれの生活をよりよくすることを目指して
いくべきだと感じています。
※主に賃貸で高齢者を支援するもので、福祉施設には位置付けされて
いない。

　県内の苦情の傾向は、少し前までは接遇に対してが
多かったのですが、今は権利擁護に対する苦情が増え
ています。あるグループホーム利用者の家族から、積
立金の使い道が不明朗で、事業所から納得のいく説明
がもらえないと委員会に申出がありました。確認した
ところ、入所された当初は丁寧に伝えていたのです
が、時間が経つにつれて説明が簡易的になっていった
という対応の仕方に問題が見えたため、報告方法の改
善をしたことでサービスの向上につながったことがあ
りました。
　別なケースでは、障がいのあるお子さんが思うよう
な支援が得られないという苦情の申出がありました。
委員会だけの対応では難しかったため、行政、事業所と
も連携し、最終的には行政によってお子さんに成年後
見人を立てることにより、解決に至りました。
　私は、苦情は受け入れるものではなく、受け止める
ものと思っています。苦情に100％応えられるとは限
りませんが、相手がなぜその苦情を申出たのかという
思いを理解し、丁寧な対応をしていくことで不満も小
さくなるのです。そうした苦情（＝ニーズ）に応える
のが福祉サービスの役割で、それにはそれぞれの職
員の理解も不可欠です。委員会と事業所・利用者が
対等な関係で一緒に苦情解決に当たることは福祉
サービスの向上のため必要なことであり、そのプロセ
スを惜しまずに解決していくことが大切であると感
じています。

関わり方の工夫による安心感が
リスクマネジメントにも
つながる

福島県運営適正化委員会　委員長
村田　清さん

おおかわ  ら　 じゅんこ

お互いを尊重し合うことで
〝共に生きる〟関係でありたい

福島県運営適正化委員会　
苦情解決部会　部会長
大川原 順子さん

●
面
会
簿
の
改
善
に
つ
い
て

使
用
し
て
い
る
面
会
簿
は
1
つ
の
ノ
ー

ト
に
名
前
や
住
所
等
の
個
人
情
報
を
記

入
し
、誰
で
も
閲
覧
で
き
る
状
態
に

な
っ
て
い
て
、個
人
情
報
が
保
護
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　
　
　
　⬅

面
会
簿
を
面
会
票
に
変
更
し
、個
人
ご

と
に
記
入
し
た
も
の
を
事
務
所
で
預
か

る
よ
う
に
し
た
。

●
介
護
の
仕
方
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

職
員
に
よ
っ
て
介
護
の
仕
方
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
の
で
、統
一
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　⬅

利
用
者
の
家
族
、施
設
長
、介
護
責
任

者
、苦
情
担
当
者
が
話
し
合
い
の
場
を

設
け
、申
し
送
り
を
徹
底
し
て
対
応
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

●
訪
問
介
護
時
の
器
物
破
損

寝
室
の
掃
除
を
お
願
い
し
た
際
に
、ベ
ッ

ド
に
掃
除
機
で
傷
を
つ
け
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　⬅

時
間
が
経
っ
て
か
ら
の
申
出
な
の
で
事

実
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、塗
装
用

の
ペ
ン
で
補
修
す
る
こ
と
に
。
今
後
は

お
互
い
気
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
了

承
い
た
だ
い
た
。

事業所に直接言いにくい、話し合っても解決しないなどの
ご相談を、手紙、電話、来所、電子メールで受け付けています。
また、研修も開催しておりますので、県社協ホームページを
ご確認ください。

〒960-8141　福島市渡利字七社宮111
福島県総合社会福祉センター内
●電話・来所相談／月曜～金曜　9：00～17：00
　　　　　　　　　（祝日、年末年始を除く）
●TEL／ 024-523-2943（相談専用）
●電子メール／kujou@fukushimakenshakyo.or.jp

を
聞
く
こ
と
で
、利
用
者
が
本
当
に
希
望

し
て
い
る
こ
と
が
何
か
を
把
握
で
き
、サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
も
多
い
の
で
す
。

①意見・要望①意見・要望
利用者の希望など、信頼関係があってお
互い話せる状態に発生する苦情

［ 例 ］
●職員の対応を丁寧にしてほしい
●居室の入り口を引き戸にしてほしい　など

②請求②請求
サービス利用契約書の内容改善の希望な
ど、法的責任を伴う権利の主張で、あまり
頻繁に発生すると関係が崩れることもあ
る苦情

［ 例 ］
●契約時の説明と実際のサービス内容が違う
●約束の時間をなかなか守ってくれない　など

③責任追及③責任追及
権利侵害など法的な責任を追及するよう
な内容で、信頼関係がなくなりつつある、
または失われている状態の苦情

［ 例 ］
●職員に暴力や虐待を受けたことがある
●ショートステイ利用中に、転倒して複雑骨折を
した　　　　　　　　　　　　　　　　　 など
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　委員会が対応する事業所は、社会福祉法第2条に
規定されている福祉サービス全てが対象ですが、委
員会が必要と認める場合は、サービス付高齢者向け
住宅※などそれ以外の事業所にも広がっています。県
内にはおよそ3,000の事業所がありますが、規制緩
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ました。
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なサービスを提供することを目的としています。委
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委員向けの研修を行っています。定員オーバーにな
ることもあるなど、苦情対応について事業所として
真剣に取組もうとする姿がうかがえます。
　平成29年度の国の指針では、苦情については事
業所内で対応し解決できる力量を付けるのが責務と
改正されました。苦情を客観化、見える化し、真摯
に対応することで、業務改善やサービス向上につな
げることができます。それにより利用者が安心でき
るのはもちろん、職員も安心して働くことができ、
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割を果たします。
　誰もが安心して地域で暮らせる仕組みづくりには、
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そして地域共生社会が求められている今、苦情につ
いて一緒に考えることで、地域で暮らす人が支え合
い、それぞれの生活をよりよくすることを目指して
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立金の使い道が不明朗で、事業所から納得のいく説明
がもらえないと委員会に申出がありました。確認した
ところ、入所された当初は丁寧に伝えていたのです
が、時間が経つにつれて説明が簡易的になっていった
という対応の仕方に問題が見えたため、報告方法の改
善をしたことでサービスの向上につながったことがあ
りました。
　別なケースでは、障がいのあるお子さんが思うよう
な支援が得られないという苦情の申出がありました。
委員会だけの対応では難しかったため、行政、事業所と
も連携し、最終的には行政によってお子さんに成年後
見人を立てることにより、解決に至りました。
　私は、苦情は受け入れるものではなく、受け止める
ものと思っています。苦情に100％応えられるとは限
りませんが、相手がなぜその苦情を申出たのかという
思いを理解し、丁寧な対応をしていくことで不満も小
さくなるのです。そうした苦情（＝ニーズ）に応える
のが福祉サービスの役割で、それにはそれぞれの職
員の理解も不可欠です。委員会と事業所・利用者が
対等な関係で一緒に苦情解決に当たることは福祉
サービスの向上のため必要なことであり、そのプロセ
スを惜しまずに解決していくことが大切であると感
じています。

関わり方の工夫による安心感が
リスクマネジメントにも
つながる

福島県運営適正化委員会　委員長
村田　清さん

おおかわ  ら　 じゅんこ

お互いを尊重し合うことで
〝共に生きる〟関係でありたい

福島県運営適正化委員会　
苦情解決部会　部会長
大川原 順子さん

●
面
会
簿
の
改
善
に
つ
い
て

使
用
し
て
い
る
面
会
簿
は
1
つ
の
ノ
ー

ト
に
名
前
や
住
所
等
の
個
人
情
報
を
記

入
し
、誰
で
も
閲
覧
で
き
る
状
態
に

な
っ
て
い
て
、個
人
情
報
が
保
護
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　
　
　
　⬅

面
会
簿
を
面
会
票
に
変
更
し
、個
人
ご

と
に
記
入
し
た
も
の
を
事
務
所
で
預
か

る
よ
う
に
し
た
。

●
介
護
の
仕
方
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

職
員
に
よ
っ
て
介
護
の
仕
方
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
の
で
、統
一
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　⬅

利
用
者
の
家
族
、施
設
長
、介
護
責
任

者
、苦
情
担
当
者
が
話
し
合
い
の
場
を

設
け
、申
し
送
り
を
徹
底
し
て
対
応
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

●
訪
問
介
護
時
の
器
物
破
損

寝
室
の
掃
除
を
お
願
い
し
た
際
に
、ベ
ッ

ド
に
掃
除
機
で
傷
を
つ
け
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　⬅

時
間
が
経
っ
て
か
ら
の
申
出
な
の
で
事

実
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、塗
装
用

の
ペ
ン
で
補
修
す
る
こ
と
に
。
今
後
は

お
互
い
気
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
了

承
い
た
だ
い
た
。

事業所に直接言いにくい、話し合っても解決しないなどの
ご相談を、手紙、電話、来所、電子メールで受け付けています。
また、研修も開催しておりますので、県社協ホームページを
ご確認ください。

〒960-8141　福島市渡利字七社宮111
福島県総合社会福祉センター内
●電話・来所相談／月曜～金曜　9：00～17：00
　　　　　　　　　（祝日、年末年始を除く）
●TEL／ 024-523-2943（相談専用）
●電子メール／kujou@fukushimakenshakyo.or.jp

を
聞
く
こ
と
で
、利
用
者
が
本
当
に
希
望

し
て
い
る
こ
と
が
何
か
を
把
握
で
き
、サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
も
多
い
の
で
す
。

①意見・要望①意見・要望
利用者の希望など、信頼関係があってお
互い話せる状態に発生する苦情

［ 例 ］
●職員の対応を丁寧にしてほしい
●居室の入り口を引き戸にしてほしい　など

②請求②請求
サービス利用契約書の内容改善の希望な
ど、法的責任を伴う権利の主張で、あまり
頻繁に発生すると関係が崩れることもあ
る苦情

［ 例 ］
●契約時の説明と実際のサービス内容が違う
●約束の時間をなかなか守ってくれない　など

③責任追及③責任追及
権利侵害など法的な責任を追及するよう
な内容で、信頼関係がなくなりつつある、
または失われている状態の苦情

［ 例 ］
●職員に暴力や虐待を受けたことがある
●ショートステイ利用中に、転倒して複雑骨折を
した　　　　　　　　　　　　　　　　　 など
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校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
見
守
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
い
う
思
い
か
ら
茶
々
家
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
地
域
が
つ
な
が
る
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
架
け
橋
に
な
れ
た
ら

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
。
毎
週
木
曜

日
に
開
い
て
い
る
茶
々
家
は
、
午
前
中
は
高
齢
者
の
憩

い
の
場
、
午
後
は
子
ど
も
お
茶
カ
フ
ェ
と
し
て
無
料
開

放
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
は
、
地
区
の
小
学
校
を

介
し
て
案
内
し
、
利
用
し
た
い
子
ど
も
た
ち
に
は
事
前

に
保
護
者
の
同
意
を
得
て
か
ら
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
「
た
だ
い
ま
！
」
と
元
気
な
声
で
店
内
に
入
っ
て
く
る

ラ
ン
ド
セ
ル
姿
の
子
ど
も
た
ち
。「
お
か
え
り
～
、
今
日

は
暑
か
っ
た
ね
ぇ
」
と
ま
る
で
自
分
の
家
に
帰
っ
て
き
た

か
の
よ
う
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
の
は
、
茶
々
家

を
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
だ
ん
ご
の
か

い
」
代
表
の
佐さ

藤と
う
惠け
い
子こ

さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
の

よ
う
に
椅
子
に
腰
掛
け
、
い
れ
た
て
の
煎
茶
を
一
杯
、
飲

み
終
わ
る
と
「
お
い
し
い
お
茶
を
あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う

な
ら
」
と
言
っ
て
お
店
を
出
て
帰
路
に
つ
き
ま
す
。
そ
の

後
ろ
姿
を
見
送
り
な
が
ら
「
気
を
つ
け
て
帰
っ
て
ね
～
」

と
声
を
か
け
る
秋あ
き
山や
ま
光み
つ
音ね

さ
ん
、
中な
か
村む
ら
恵け
い
子こ

さ
ん
、
田た

中な
か

京き
ょ
う
こ子
さ
ん
。
誰
も
が
ほ
っ
と
安
心
で
き
る
居
場
所
を
つ
く

ろ
う
と
、
佐
藤
さ
ん
を
は
じ
め
４
人
で
子
ど
も
お
茶
カ

フ
ェ
「
茶
々
家
」を
始
め
ま
し
た
。

　
「
商
店
街
に
は
買
い
物
中
に
休
憩
で
き
る
よ
う
な
ベ
ン

チ
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
ベ
ン
チ
代
わ
り
と
し
て
、
学

取材協力

茶々家
（ボランティアだんごのかい）
伊達市保原町８丁目 25
TEL 024-576-2605

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら

誰
も
が
ホ
ッ
と
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を

子
ど
も
お
茶
カ
フ
ェ
　
茶
々
家

伊
達
市
保
原
町
の
ま
ち
中
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
子
ど
も
お
茶
カ
フ
ェ

「
茶
々
家
」が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

つ
な
が
る
居
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
始
め
た
茶
々
家
は
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
大
人
と
触
れ
合
う
場
所

子
ど
も
と
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に

伊達市

未来へ
つなごう

“ふくしま”
から

1

「学校でも家庭でもない中間
の立場だからこそ、子どもた
ちにとっては何でも話せる場
所でありたい」と佐藤さん

Interview
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だ
ん
ご
の
か
い
に
場
所
を
提
供
し
て
い
る
の
が
地
元
の

お
茶
屋
さ
ん
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
学
校
で
の
出
来
事
、
友
だ
ち
や
家
庭
の
こ
と
な
ど
、

何
気
な
い
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
急
須
で
い
れ
た
お

茶
を
飲
む
経
験
が
あ
ま
り
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

最
初
は「
に
が
ー
い
」と
い
う
反
応
で
し
た
が
、今
で
は「
こ

こ
で
は
お
い
し
い
お
茶
が
た
く
さ
ん
飲
め
る
」
と
い
う
会

話
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
り
、
保
護
者
か
ら
「
息
子
が
急
須

で
お
茶
を
い
れ
て
く
れ
た
」
と
う
れ
し
い
声
を
聞
い
た
り

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
良
い
経
験
に
な
っ
て

い
る
の
か
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。
ま
た

ち
ょ
っ
と
人
見
知
り
の
子
が
茶
々
家
で
の
関
わ
り
合
い
を

通
し
て
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
い
く
姿
を
見
る
な
ど
、
子

ど
も
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
身
が
子

ど
も
た
ち
に
学
ば
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
「
無
邪
気
な
子
ど
も
た

ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
、
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ

と
が
私
た
ち
に
と
っ
て
茶
々
家
を
運
営
す
る
一
番
の
喜

び
」
と
い
う
ほ
ど
、
今
で
は
こ
の
活
動
に
並
々
な
ら
ぬ
思

い
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
茶
々
家
の
活
動
を
通
し

て
、
一
人
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
こ
と
や
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
地
域
に
増
え
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
昨
年
の
７
月
か
ら
は
こ
ど
も
食
堂
（
※
）
も
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
ど
も
食
堂
と
い
っ
て
も
誰
で
も
低
額
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
間
口
を
広
げ
た
こ
と
で
、
世
代
を
越
え

た
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
月
２
回
の
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
利
用
者
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
「
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
す
べ
て
、
今
こ
の
地
域

に
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
で
す
」
と
佐
藤
さ
ん
。
必
要
性

を
感
じ
れ
ば
す
ぐ
に
行
動
に
移
せ
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
強
み
だ
と
話
し
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
い

き
、
そ
の
中
で
地
域
に
ま
た
必
要
だ
と
思
え
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
新
た
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」

と
子
ど
も
の
笑
顔
を
原
動
力
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
添
っ

た
支
援
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

て
、
温
か
い
お
茶
と
人
柄
に
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
場
所
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
昨
今
、
学
校
や
家
庭

で
も
な
い
ど
こ
か
ゆ
る
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
空
間
が
、

自
然
と
人
々
が
集
ま
る
理
由
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
子
ど
も
等
に
無
料
ま
た
は
低
料
金

で
食
事
と
居
場
所
を
提
供
す
る
取
組
み
。
貧
困
家
庭
の
支
援
の

み
に
限
ら
ず
、
地
域
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

地
域
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
の

成
長
と
笑
顔
が
活
動
の
原
動
力

1地域の人々が自然と集まる茶々家
では話が尽きることはありません　
2お茶を片手に自然と笑顔がほころ
ぶ子どもたち　3「どうしたら勉強
ができるようになるかなぁ」など和
やかな会話が繰り広げられます

茶々家を運営する
ボランティアのメン
バー。いつも優し
い笑顔で出迎えて
くれます

お釜で沸かした湯でいれた
お茶は鉄分もたっぷり

子どもたちに本に触
れてもらおうと、東
京都杉並区在住の支
援者から定期的に寄
贈される古本を置い
ています

中央商店街の中ほどに位置し、明治開業100 年以
上を誇る老舗のお茶屋さん

2

3

おいしいお茶を飲みながら、
一緒に楽しくおしゃべり

しましょう♪
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で

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
TEL（024）522-0822　FAX（024）528-1234
●メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
●ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/　  

社会福祉法人福島県共同募金会

　寄付者の皆様へ感謝の気持ちを表わすとともに共同募金の
使いみちをお知らせするため、４月25日に福島県総合社会福
祉センターにおいて「地域課題解決型募金」、「赤い羽根共同
募金」、「NHK歳末たすけあい募金」の３つの交付式が行われ、
平成30年度の共同募金運動期間中に皆様からお寄せいただ
いた寄付金が配分される施設・団体が参加しました。
　地域課題解決型募金配分交付式では３団体、赤い羽根共同
募金配分交付式では78団体に福島県共同募金会の只

ただ
野
の

裕
ゆう

一
いち

会長から配分決定通知書が交付されました。
　NHK歳末たすけあい配分交付式では、NHK福島放送局 鈴

すず

木
き

仁
ひとし

局長と本会 只野会長の挨拶の後、16団体に配分決定
通知書が交付されました。
　今回は、その中でも、NHK歳末たすけあい配分交付式で
述べられた、寄付者の皆様への感謝のメッセージをご紹介し
ます。

　NHK歳末たすけあい募金の助成をいただきまして誠
にありがとうございます。
　当法人は、障がいのある方への支援として、平成
26年、只見町に地域活動支援センター「じねぇんと」
を設立しました。私どもが、事業を展開している南会
津地域は、まだまだ障がい者支援に関して発展途上な
ところが多くあります。この度、NHK歳末たすけあい
募金の助成を受けたことで、地域の方々の後押しを受
け、これまで一生懸命、努力してきたことが、認めて
いただけたのではないかと、非常にうれしく思っており
ます。車両の整備を行うことで、ようやく私たちも利用
者の皆さんに負担をかけない送迎サービスを提供でき
るのではないかと思っています。これからも皆様のご
尽力に恥じないように頑張ってまいりたいと思います。
ご寄付をいただいた皆様、また、ご尽力いただきまし
た関係者の皆様に心から感謝申し上げたいと思います。

「はねっと」とは、「赤い羽根」と「ネットワーク」を組み合わせた造語です。
共同募金の使いみちを全国の市町村ごとに一つひとつ紹介しています。

共同募金の詳しい使いみちはWebで公開中！

https://hanett.akaihane.or.jp/

福島県共同募金会ホームページ
本会ホームページでは、平成30年度共同募金運動（平成30年10月１日～平
成31年３月31日）で県民の皆様からお寄せいただいたご寄付の総額及びその
使いみちを公開しています。寄付総額及び助成先については「募金の使いみち」
をご覧ください。

https://akaihane-fukushima.or.jp/

赤い羽根募金のつかいみち
赤い羽根データベース

はねっと

配分交付式が行われました
地域課題解決型募金 赤い羽根共同募金 NHK歳末たすけあい募金

利用者送迎用軽自動車整備事業
事業
内容 社会福祉法人南陽会じねぇんと（只見町）

園長　渡部 良喜さん

NHK 歳末たすけあい
配分交付式の様子

NHK歳末たすけあい募金配分交付式
感謝のメッセージ
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　「
障
が
い
の
あ
る
方
が
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、社
会
に
出

る
力
を
育
む
の
が
私
た
ち
の
仕
事
」と
話

す
の
は
、入
職
３
年
目
の
松
本
敏
希
さ

ん
。
昨
年
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
施

設
で
、入
所
す
る
22
名
の
子
ど
も
た
ち
の

生
活
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
子
ど
も
が
好
き
で
、教
師
や

保
育
士
な
ど
、子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、大
学
で

介
護
福
祉
士
課
程
に
進
み
、さ
ま
ざ
ま

な
施
設
で
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
う
ち
に
障
が
い
者
福
祉
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
大
学
で
学
ん
だ
情
報
分

析
や
介
護
計
画
の
立
て
方
と
い
っ
た
介
護

過
程
の
考
え
方
は
、現
在
の
仕
事
に
生
き

て
い
ま
す
。

　
東
洋
学
園
に
入
職
し
た
の
は
、介
護
福

祉
士
と
し
て
経
験
を
積
み
、成
長
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
。
若
手
が
多
く
、自
由

に
意
見
を
言
い
合
え
る
風
通
し
の
い
い
環

境
が
魅
力
だ
と
い
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
施

設
の
若
手
職
員
た
ち
と
共
に
法
人
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
任
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
と
ふ
れ
あ
う
中
で
は
、思
い
が

伝
わ
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
方
法
を
見
つ
け
出
す
こ
と

が
、私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
」

と
松
本
さ
ん
。
相
手
の
思
い
を
く
み
取
る

た
め
、表
情
や
行
動
を
よ
く
観
察
し
て
情

報
を
集
め
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

簡
単
に
記
入
で
き
る
チ
ェッ
ク
項
目
を
つ

く
る
な
ど
、記
録
の
仕
方
も
工
夫
し
ま
し

た
。「
相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
の
工
夫
や

利
用
者
の
行
動
の
理
由
が
わ
か
れ
ば
、利

用
者
と
家
族
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と

に
も
な
る
」と
い
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
松
本
さ
ん
の
や
り
が
い
は
、利

用
者
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
。
予
定

の
変
更
に
う
ま
く
対
応
で
き
な
い
利
用
者

に
対
し
て
、そ
れ
ま
で
の
生
活
ル
ー
テ
ィ

若
手
が
活
躍
で
き
る
職
場
で

介
護
福
祉
士
と
し
て
成
長
し
た
い

利
用
者
と
心
を
通
わ
せ
、

将
来
を
見
据
え
た
支
援
を

松本 敏希 さん
まつ  もと　 とし   き

社会福祉法人 福島県福祉事業協会
指定障害児入所施設 
東洋学園児童部（いわき市）

ン
を
崩
さ
ず
新
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
慣

れ
て
も
ら
う
方
法
を
考
え
て
実
践
し
た
と

こ
ろ
、ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

「
思
い
が
通
じ
て
う
れ
し
か
っ
た
」と
松
本

さ
ん
。
懸
命
に
心
を
通
わ
せ
よ
う
と
す
る

努
力
が
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
退
所
後
の
子
ど
も
た
ち
の
進
路

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
と
い
い
、

保
護
者
の
元
へ
帰
す
と
い
う
だ
け
で
な

く
、就
労
継
続
支
援
施
設
と
の
つ
な
が
り

や
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
づ
く
り

な
ど
、広
い
視
野
で
福
祉
の
課
題
を
見
据

え
て
い
ま
す
。「
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

自
分
か
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
」と
力
強

く
語
る
松
本
さ
ん
は
、福
祉
に
か
け
る
情

熱
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

子どもたちの未来へつながる支援を目指して

きらり！ふくしMyスターきらり！ふくしMyスター
マイマイ

東洋学園児童部
業務主任 
児童発達支援管理責任者　
木下 貴弘さん
きのした　たかひろ

いきいきと活動する松本さんの笑
顔は、利用者や職員の心も明るくし
ています。

自分から率先して動き、
気づいたことを提案し、
周囲を巻き込んでいく力
があります。行動力のあ
る彼の背中を見て、後輩
たちも成長しています。

職場の
　上司か

ら

今回は
児童指導員
のお仕事

今回は
児童指導員
のお仕事

福祉の仕事を目指す皆さんへ先輩の声を届けます
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もチェック
県社協フェイスブックでも、本会事業を
紹介しておりますので、ご覧ください！

年齢を重ねても介護のお世話に
ならない体でいるための
体操をご紹介していきます。

一般社団法人
ふくしまをリハビリで元気にする会
理事長　岡本 宏二（作業療法士）
※監修　中條 達也（ギター・ウクレレ講師）

今年度は５回にわたって、ドレミファソラシドの音階に合わせた体操を行います。
リズムを取って身体を動かすことは、身体機能面だけでなく、頭の体操にも効果的です。

今回は、体操の基本の動きを練習しましょう。

基本の動きを覚えられるまで、ゆっくりと行いましょう。次回からは、この動きを使った体操をしていきます。

ドレミファソラシド体操（基本の動き）

元気な体いつまでも！

介護予防体操
元気な体いつまでも！

介護予防体操

「痛くない・怖くない・無理しない・楽に・楽しく・満足に」を合言葉に

音に合わせて、両手で身体をポンポンとやさしくたたきます。「ドレミの歌」を歌いながらやってみましょう。

ド～は

ドーナツのド～♪
低いド

レ

頭

肩

ミ 胸 ファ
太ももの
付け根

ソひざ

ラ腰

高いド
鼻

シ耳たぶ

皆さんは普段ご近所の方とどんなお付き合いがありますか？
地域福祉課　今関 稔子

いまぜきとしこ

基本の動き

社会福祉法人
福島県社会福祉協議会 検索＠kenshakyo

いいね！

　昨年の12月、南会津町、会津若松市、桑折町におい
て「福祉教育DVD」制作のための撮影を行いました（撮
影にご協力をいただきました皆さま本当にありがとうござ
いました！）。完成したDVDのタイトルは「ともいき」。「地
域で共に生きる」の意味があります。この言葉のとおり、
自分が暮らす地域をふりかえり、安心して暮らせるまちづ
くりを考えるきっかけとなることを願って制作しました。
　映像は、ご近所のちょっとした生活の困りごとをお手伝
いする様子や、サロンや健康体操に楽しく参加する様子、
地域のボランティア活動に参加する人など、ご近所、町内
会、地域での普段の「つながり、支え合い」の様子が笑
顔とともに映し出されています。インタビューでは高齢者
世帯が増えていくなか、住民同士が支え合って暮らすこと

の大切さについて語る皆さんの言葉がとても印象的です。
　「地域で共に生きる」ためにできること、それは住民同
士の「普段の何気ない『つながり』」や「ゆるやかな『つな
がり』」を大切にすること、映像はその「ご近所のカタチ」
をわかりやすく伝えています。
　そこで皆さんに質問です。「皆さんは地域の方とどのよ
うな『つながり』がありますか？」
　「う～ん」と考え込んでしまう人、「あるわよ！」と日頃の
お付き合いを話せる人、さて、皆さんはいかがですか？
　この映像は、本会のホームページでご覧になることが
できます。ぜひご覧ください！

　さて、県内のボランティアの皆さんが「つながる」第22
回ボランティアフェスティバルが開催されます！

日 時 ： 8月3日（土）
会 場 ： パルセいいざか（福島市）
内 容 ： 式典、記念講演、分科会

　ボランティアをされている方、ボランティアをはじめよう
とお考えの方、ボランティアについて知りたい方、どなた
でもお気軽にご参加ください！
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県 社 協 お 知 ら せからの

第22回福島県介護支援専門員実務研修受講試験のご案内

県社協　人材研修課　〒960-8141　福島市渡利字七社宮111番地
TEL 024-521-5662　FAX 024-521-5663　HP http://www.fukushimakenshakyo.or.jp

お問い
合わせ先

高齢者総合相談センター・成年後見サポートセンターからのお知らせ

電話相談 月曜日～金曜日  午前10時～午後4時

相談時間 午後1時30分
～午後3時30分 面接相談 毎月第2・第4金曜日  午後1時～午後4時

県社協  いきいき長寿課  認知症コールセンター
TEL 024-524-1122

県社協  いきいき長寿課  高齢者総合相談センター・成年後見サポートセンター
TEL 024-524-2225

●認知症の方の介護経験のある相談員が、お話を伺い
　ます。どなたでもご相談ください。

認知症コールセンターからのお知らせ
7・8月の「法律相談会」～弁護士による相談会～

※前日までの予約が必要
※1人30分以内（無料）

7月

9日火・23日火 6日火・20日火

8月

令和元年度 第1回 福祉の職場 合同就職説明会のご案内

県社協　人材研修課
TEL 024-521-5662　FAX 024-521-5663　HP https://f-fjc.com/

お問い
合わせ先

令和元年10月13日㈰　午前10時開始

福島市

9,150円

保健・医療・福祉分野の該当資格で通算5年
以上かつ900日以上の実務経験を有する方
※詳細は「受験案内」で確認してください。

令和元年6月3日㈪～令和元年6月28日㈮
※当日消印有効

１．試験日時

⑴配付期間：令和元年5月27日㈪～令和元年6月27日㈭
⑵配付方法：受験案内を希望する方は、『返信用封筒』に宛先を明記

し希望冊数に応じた切手を貼付したうえで、下記お問い合
わせ先までお送りください。

※1　窓口での配付は一切いたしません。　※2　返信用封筒表面左下に「ケアマネ
試験受験案内○○冊希望」と必ず希望冊数を明記してください。　※3　速達での送
付を希望する場合は、返信用封筒表面に朱書きで「速達」と明記してください。

６．受験案内の配付について

２．試験会場

４．受験資格

５．申込期間

３．受験手数料及び試験問題作成手数料

ゆうパック等の着払い伝票に必要事項を記入して送付してくださ
い（返信用封筒は不要）。なお、必ず希望冊数を明記してください。

１冊

2～3冊

4～5冊

6冊以上

250円（速達は530円）
380円（速達は760円）
570円（速達は950円）

返信用封筒
のサイズ

A4サイズ
（角型2号）

希望冊数 返信用封筒に貼付する切手の金額

・社会福祉施設等に就職を希望する方
・福祉の仕事に関心のある方
・福祉の職場、資格などについて知りたい方

時間帯は各会場共通／12：40～16：00

参加対象

日時・会場

高齢・障がい・児童の施設が
多数参加します！
お気軽にご参加ください！

 Ⅰ トークセッション
「先輩から学ぼう！
　福祉・介護の仕事の実際」

 Ⅱ 施設・事業所PR 
「参加施設・事業所が
　福祉の職場　仕事の魅力をPR！」

 Ⅲ 合同面接会 
施設面談コーナー、ハローワークコーナー、介
護労働安定センター相談コーナー、福祉人材セ
ンター相談コーナー、保育士・保育所支援セン
ター相談コーナー

12：40～13：10

13：10～13：50

14：00～16：00

時　間 内　容

福島会場
7月7日㈰
郡山会場
7月15日㈪㈷
会津会場
7月21日㈰
いわき会場
7月27日㈯
相双会場
8月10日㈯

ホテル福島グリーンパレス
福島市太田町13-53
ビッグパレットふくしま
郡山市南二丁目52
会津若松ワシントンホテル
会津若松市白虎町201
いわき産業創造館（LATOV）
いわき市平字田町120
原町生涯学習センター
南相馬市原町区小川町322-1

スタンプラリー開催！

県内最大級
入場無料
予約不要

ホームページも
ご覧ください！
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12
14
15
16
19

虫の知らせ
○○は世につれ 世は○○につれ
自分のことが嫌になる…
事務所のこと。OLのO
相撲取り
1000㎏
サスペンダー
令和の前の元号
つゆに雨を降らせる○○○前線
物理、化学、生物、地学
年をとってからのこと
ネイビーブルー

４・５月号の正解「共に暮らす（トモニクラス）」

❶
❹
❼
❾
10
12
13
14
17
18
20
21

武士は食わねど高○○○
続きは後から読もう…と挟みます
「ニホンゴムズカシイネ」という感じの話し方
これっくらいのお弁当箱に……筋の通った○○
小野妹子
漢字の右側の部首は「つくり」、では左側は？
親分、上司のこと。缶コーヒーの名前にも
高嶋ちさ子や葉加瀬太郎が奏でる楽器
「神都」の異名を持つ三重県の市。赤福も有名
「閑古鳥」の異名を持つ鳥。托卵することで有名
負けは英語でルーズ、では勝ちは？
ウィリアム・テル、アダムとイヴ、ニュートン

⬇ タテのカギ

➡ ヨコのカギ

多数のご応募ありがとうございました。

FF

EE

AA

CC

DD

BB

11 77 1414 2020

1818

44

11 1717

22 1212

33 1010

151588

1111 1313 2121

99 1919

66 1616

55

AA BB CC DD EE FF

ハガキにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご
要望 を全てご記入の上、下記までご応募ください。 
令和元年7月12日㈮
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
「はあとふる・ふくしまパズル係」

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおたより」に
　掲載させていただく場合もございます。

応募
方法

締切

宛先

クロスワードにチャレンジ！

発
行
日
／
令
和
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月
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刷
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掲
載
の
記
事・写
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ラ
ス
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の
無
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転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

今月の正解者の中から抽選で３名
様に、自立研修所ビーンズ（南相
馬市）の「サブレとパウンドケーキ
詰め合わせ」をプレゼントいたし
ます。なお、当選者の発表は賞品
の発送をもって代えさせていただ
きます。

http://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp
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ー
ル
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発
行
・
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画
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集
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福
祉
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2
3‐4
4
7
7

●全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

正解者から抽選で3名に
「サブレとパウンドケーキ詰め合わせ」

が当たる！

・ 笑顔の写真がすてきな温かい誌面です
ね。関係者のコメントがもっと載ってい
るといいですね。 （64歳　会社員）

・ 介護予防体操のゴムを使ったアレンジ
は、身近な物で作れるので参考になり
ました。色々な曲で楽しみながら運動
できそうです。 （71歳　無職）

・ 社協の方々のおかげで、家族は安心し
て仕事や日常生活を送ることができて
います。 （36歳　女性）

・ 本誌を読んでボランティアの大切さを
感じました。身近に協力できることから
始めようと思います。 （61歳　主婦）

・ 交流館など、気軽に集まれる場所づく
りはとても大切ですが、車がない方や
人前に出たくない方へのアプローチも
必要だと思いました。 （66歳　無職）

読
者のおたより

3月号への

県社協 人材研修課 福祉人材センター／メール jinzai@fukushimakenshakyo.or.jp
TEL（024）521-5662　FAX（024）521-5663
★ネット紹介システム（インターネット求人登録）は、
https://f-fjc.com/ の福祉人材センターホームページからアクセス！

一歩ふみ出す 　お手伝い 相談無料

「福祉の仕事相談会＆セミナー」

詳しい内容は下記までお問い合わせください。

※参加希望の場合は、各ハローワークへお申し込みください。

　約8年ぶりの「運営適正化委員会」についての特集でした。苦情＝嫌なものと
捉えずに、「どうして苦情になってしまったのだろう？」という気持ちで取組む
だけで、その後の方向性が違ってきます。運営適正化委員会は、福祉サービス
の向上のための応援団と捉えていただけるといいなぁと思っています。 

（いきいき長寿課　渡部 智子）

7月

3日（水） 18日（木）10日（水）
会津若松市
社会福祉協議会

南相馬市
原町区福祉会館

いわき市
社会福祉センター

郡山市
総合福祉センター

22日（月）
相談受付時間 午前10時～午後3時（全会場共通）相談会

2019年度

2日（火）
3日（水）
10日（水）
12日（金）
16日（火）
16日（火）
23日（火）
24日（水）
26日（金）

ハローワーク郡山
ハローワーク相双
ハローワーク白河
ハローワーク会津若松
ハローワーク福島
須賀川市産業会館
いわき市社会福祉センター
ハローワーク二本松
ハローワーク喜多方

10:00～
10:30～
10:30～
10:30～
10:00～
10:30～
10:30～
10:30～
10:30～

時　間 会　場 セミナー・相談会 要予約

予約不要

編
集
後
記 わたなべ さと こ




